
吾
野
に
あ
る
埼
玉
県
の

宿
泊
施
設
で
あ
る
奥
武
蔵

あ
じ
さ
い
館
が
、
３
億
１

９
２
０
万
円
で
一
般
社
団

法
人
休
暇
村
協
会
に
落
札

さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
９
月
８
日
に
開
催

さ
れ
た
地
元
説
明
会
で
は
、

不
動
産
鑑
定
価
格
を
参
考

に
入
札
を
行
う
と
し
、
鑑

定
価
格
は
10
億
円
程
度
だ

と
答
え
て
い
ま
し
た
が
、

基
準
価
格
は
一
回
目
は
非

公
開
で
、
二
回
目
に
４
億

１
０
０
０
万
円
、
今
回
３

億
１
０
０
０
万
円
で
し
た
。

落
札
し
た
休
暇
村
協
会

は
公
共
宿
泊
施
設
「
休
暇

村
」
を
設
置
運
営
し
て
い

る
公
益
法
人
で
、
北
海
道

か
ら
鹿
児
島
ま
で
全
国
36
ヶ

所
に
各
種
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
施
設
を
備
え
た
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
「
休
暇
村
」
を

有
し
、
多
彩
な
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

県
の
責
任
が
問
わ
れ

る
奥
武
蔵
あ
じ
さ
い
館
は

54
億
円
か
け
て
建
設
さ
れ
、

高
齢
者
・
障
害
者
・
母
子

世
帯
な
ど
が
安
価
で
利
用

で
き
る
福
祉
施
設
と
し
て

平
成
８
年
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
わ
ず

か
８
年
後
の
平
成
16
年
に

埼
玉
県
は
、
「
県
が
宿
泊

施
設
を
持
つ
意
義
は
薄
れ

て
い
る
」
と
い
う
行
革
方

針
を
出
し
、
そ
の
後
、
指

定
管
理
者
制
度
導
入
、
そ

し
て
今
回
の
民
間
売
却
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

多
額
の
税
金
を
投
入
し

て
、
福
祉
施
設
と
し
て
建

設
し
な
が
ら
、
わ
ず
か
な

間
に
、
民
間
に
売
却
す
る

と
い
う
県
の
姿
勢
は
問
題

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
は
地
域
活
性
化
の

拠
点
と
な
る
よ
う
連

携
を飯
能
市
は
こ
れ
ま
で
、

あ
じ
さ
い
館
建
設
に
あ
た
っ

て
、
建
設
寄
付
金
３
億
円
、

給
水
関
係
費
用
８
億
３
０

０
０
万
円
、
取
り
付
け
の

橋
建
設
費
８
０
０
０
万
円
、

総
額
12
億
円
も
の
負
担
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
１
０

０
人
近
い
地
域
の
雇
用
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
県
と
休

暇
村
協
会
に
対
し
て
、
①

地
域
活
性
化
の
拠
点
施
設

と
し
て
位
置
付
け
て
運
営

に
あ
た
る
こ
と
や
地
元
雇

用
者
の
継
続
雇
用
を
し
っ

か
り
と
求
め
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

14
日
、
飯
能
市
民
会
館

で
「
平
成
25
年
度
飯
能
市

成
人
式
」
が
行
な
わ
れ
、

雪
が
舞
う
中
、
新
成
人
７

４
６
人
（
対
象
者
９
７
９

人
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

今
年
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

に
恒
例
の
祭
囃
子
は
な
く
、

即
式
典
に
入
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
沢
辺
市
長
、

砂
長
議
長
、
和
田
県
議
が

祝
辞
を
述
べ
、
『
は
た
ち

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
は
、
新

成
人
代
表
の
宮
野
史
隆
さ

ん
、
小
澤
茜
さ
ん
が
、
新

た
な
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

折
角
の
成
人
式
も
15
年

ぶ
り
の
大
雪
に
、
振
り
袖

姿
に
身
を
包
み
、
足
元
を

気
に
し
な
が
ら
歩
く
女
性

が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
旧
友
や
恩

師
と
の
再
開
に
喜
び
合
う

姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ

ま
し
た
。

朝
の
連
ド
ラ
で
つ

ま
ら
な
い
仕
事
を

さ
せ
ら
れ
て
い
る

主
人
公
の
父
親
が
、

頭
に
き
て
首
に
ぶ

ら
さ
げ
て
い
る
名

札
を
と
っ
て
「
こ

ん
な
犬
の
鑑
札
み
た
い
な
も

の
を
ぶ
ら
さ
げ
さ
せ
や
が
っ

て
」
と
床
に
た
た
き
つ
け
る

場
面
が
あ
り
ま
し
た
。
作
者

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
よ
う

に
も
感
じ
た
の
で
す
が
▼

「
釣
り
バ
カ
日
誌
」
の
鈴
木

建
設
で
も
、
社
員
は
首
か
ら

名
札
を
ぶ
ら
さ
げ
て
い
ま
す

が
、
か
の
浜
崎
伝
助
氏
は
、

な
ん
の
か
ん
の
と
理
由
を
つ

け
て
名
札
を
つ
け
る
の
を
事

実
上
拒
否
し
て
い
ま
す
。
ハ

マ
ち
ゃ
ん
に
首
か
ら
名
札
な

ん
て
似
合
わ
な
い
▼
と
こ
ろ

で
こ
ん
な
に
違
和
感
の
あ
る

「
名
札
」
が
な
ん
で
こ
ん
な

に
普
通
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
市
の
職
員
も

あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
し
て

い
て
、
そ
れ
を
不
思
議
と
も

感
じ
な
い
の
は
ど
う
し
て
な

の
だ
ろ
う
。
石
原
都
政
時
代

の
東
京
都
が
始
め
た
と
い
う

話
も
聞
き
ま
し
た
が
「
犯
罪

防
止
」
は
口
実
で
、
実
は
人

間
を
支
配
す
る
た
め
の
「
犬

の
鑑
札
」
で
は
な
か
っ
た
の

か
と
思
う
と
ぞ
っ
と
し
ま
す
。
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奥
武
蔵
あ
じ
さ
い
館

休
暇
村
協
会
に
売
却

(土)午後７時

飯能市民会館小ホール
お話
市議会議員 金子としえ

市議会議員 山田とし子
市議会議員 新井たくみ
市議会議員 滝沢おさむ

日本共産党飯能市委員会・同後援会

雪
の
成
人
式

飯
能
市
・
新
成
人

９
７
９
人

休
暇
村
協
会
は
東
京
上
野
に

事
務
所
が
あ
り
、
国
立
公
園
、

国
定
公
園
等
の
利
用
及
び
保
健

休
養
の
た
め
の
宿
泊
施
設
を
核

と
し
た
休
暇
村
を
、
低
廉
な
料

金
で
一
般
の
利
用
に
供
す
る
と

と
も
に
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

及
び
保
健
休
養
に
資
す
る
そ
の

他
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
協
会
は
、
休
暇
村
の
設
置

経
営
及
び
類
似
宿
泊
施
設
等
の

経
営
、
自
然
公
園
法
に
定
め
る

施
設
の
受
託
管
理
、
人
材
派
遣

業
、
旅
行
業
、
食
品
、
土
産
物

等
の
販
売

、
地
域
の
自
然
環

境
等
に
関
す
る
情
報
の
提
供
及

び
地
域
の
自
然
と
ふ
れ
あ
う
機

会
を
提
供
。

暮らしと営業を応援する
市政の実現をめざし
飯能市議での４議席確保を

お
知
ら
せ

地
域
後
援
会
新
年
会

■
飯
能
西
後
援
会

１
月
26
日
（
土
）

午
後
６
時

本
郷
ク
ラ
ブ

会
費

２
０
０
０
円

連
絡
先

榎
本
９
７
７
・
０
２
９
０

■
原
市
場
後
援
会

２
月
３
日
（
日
）

午
後
６
時

下
赤
工
自
治
会
館

会
費

２
０
０
０
円

連
絡
先

伊
藤
９
７
７
・
２
４
０
１



日
本
共
産
党
飯
能
市
委

員
会
・
同
後
援
会
主
催
、

恒
例
の
「
新
春
の
つ
ど
い
」

が
13
日
、
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

飯
能
市
内
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
文
化
団
体
の
方
々
、

民
主
団
体
・
労
働
組
合
で

活
動
す
る
方
々
な
ど
、
多

彩
で
幅
広
い
各
界
の
方
々

が
一
堂
に
会
す
る
場
で
、

１
５
０
名
の
参
加
者
で
に

ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

４
月
の
市
議
選
の
候
補

者
と
な
る
、
滝
沢
修
、
山

田
利
子
、
新
井
巧
、
金
子

敏
江
の
現
職
４
名
か
ら
激

戦
を
勝
ち
抜
く
決
意
が
語

ら
れ
ま
し
た
。

滝
沢
市
議
は
、
昨
年
12

月
議
会
に
出
さ
れ
た
「
子

ど
も
医
療
費
完
全
無
料
化

を
求
め
る
」
請
願
（
新
婦

人
飯
能
支
部
）
を
保
守
・

公
明
が
反
対
し
て
不
採
択

と
し
た
こ
と
に
触
れ
、

「
議
会
の
実
態
を
知
ら
せ

何
と
し
て
も
完
全
無
料
化

の
た
め
に
頑
張
り
た
い
」
。

山
田
市
議
は
、
「
公
立

保
育
所
の
常
勤
パ
ー
ト
保

育
士
の
待
遇
を
改
善
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
高
す
ぎ

る
国
保
税
を
引
き
下
げ
よ

う
と
、
署
名
運
動
や
議
会

で
の
一
般
質
問
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
一
世
帯
１
万

円
の
減
税
を
実
現
す
る
た

め
に
頑
張
る
」
。

新
井
市
議
は
、
「
市
立

病
院
の
ベ
ッ
ド
を
守
る
運

動
で
、
関
係
者
や
地
域
住

民
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で

き
た
経
験
を
生
か
し
て
、

今
度
は
、
住
民
の
声
を
生

か
し
た
「
公
共
交
通
」
を

築
く
た
め
に
頑
張
り
た
い
」
。

金
子
市
議
は
、
「
自
ら

の
子
育
て
や
介
護
の
経
験

を
通
し
て
、
子
育
て
支
援

や
利
用
し
や
す
い
介
護
保

険
制
度
の
改
善
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
埼
玉
県
一
高

い
介
護
保
険
料
を
ひ
き
下

げ
る
た
め
に
頑
張
り
た
い
」

と
そ
れ
ぞ
れ
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
参
院
埼
玉
選
挙
区

候
補
の
伊
藤
岳
氏
が
記
念

講
演
を
お
こ
な
い
、
「
総

選
挙
は
、
小
選
挙
区
制
の

マ
ジ
ッ
ク
で
自
民
党
が
３

分
の
２
を
占
め
た
が
、
国

民
の
民
意
と
は
大
き
く
か

け
離
れ
て
い
る
。
政
治
の

後
戻
り
を
許
さ
ず
、
暮
ら

し
を
守
る
防
波
堤
と
し
て

日
本
共
産
党
前
進
の
年
に

し
た
い
」
と
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

二
部
の
文
化
行
事
は
、

津
軽
三
味
線
や
民
謡
、
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
賑
や
か
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
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暮
ら
し
を
守
る
防
波
堤

今
年
こ
そ
前
進
の
年
に

12
月
議
会
の
最
終
日
、

野
田
直
人
議
員
ほ
か
４
名

か
ら
市
議
会
議
員
定
数
を

現
行
よ
り
５
名
削
減
し
、

16
名
と
す
る
「
飯
能
市
議

会
議
員
定
数
条
例
の
一
部

改
正
（
案
）
」
が
出
さ
れ
、

継
続
審
議
と
な
っ
て
い
る

も
の
が
18
日
の
議
会
運
営

委
員
会
で
審
議
さ
れ
、
29

日
の
臨
時
議
会
で
採
決
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

何
が
問
題
で
し
ょ

う
か
？

①
自
治
連
と
い
う
地
縁

組
織
の
連
合
体
が
政
治

的
な
問
題
を
要
望
す
る

こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

「
自
治
会
は
、
一
定
の
区

域
を
単
位
と
し
て
、
そ
の

区
域
に
住
む
住
民
同
士
が

助
け
合
い
協
力
し
合
っ
て

住
み
よ
い
地
域
社
会
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
、
自
主
的
に
組
織
さ
れ

た
団
体
」
と
規
定
し
、

そ
の
役
割
に
つ
い
て
、

「
防
災
や
防
犯
、
交
通
事

故
の
防
止
、
地
域
の
環
境

整
備
、
ご
み
の
減
量
化
や

資
源
化
へ
の
取
り
組
み
、

子
ど
も
の
健
全
育
成
や
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
見

守
り
な
ど
地
域
内
に
は
、

様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
課
題
を
地

域
全
体
で
解
決
し
、
誰
も

が
住
み
や
す
く
、
居
心
地

の
良
い
場
所
に
し
て
い
く

事
が
自
治
会
の
役
割
」
と

紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、

思
想
や
信
条
、
政
治
的
な

問
題
を
自
治
会
で
テ
ー
マ

に
す
る
こ
と
は
適
当
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

②
飯
能
市
の
議
員
数
は

決
し
て
多
く
な
い
。

議
員
定
数
は
、
市
民
の

多
様
な
意
見
を
よ
り
正
確

に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き

る
規
模
が
必
要
で
、
市
民

の
声
を
き
め
細
か
く
く
み

取
り
、
施
策
に
反
映
し
て

い
く
た
め
に
も
、
一
定
規

模
の
議
員
数
が
必
要
で
す
。

飯
能
市
と
同
規
模
の
人

口
５
万
～
10
万
人
規
模
の

市
の
議
員
の
数
は
、
平
均

で
22
・
７
人
で
す
。
飯
能

市
の
21
人
を
１
・
７
人
上

回
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
間
、
飯
能
市
議
会

は
議
会
を
あ
げ
て
、
議
会

改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
そ
の
議
論
の
な

か
で
も
、
本
会
議
で
の
議

員
と
執
行
部
と
の
質
疑
、

や
り
と
り
だ
け
で
な
く
、

常
任
委
員
会
等
で
の
議
員

間
の
自
由
討
議
を
す
す
め

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
て

い
ま
す
。
委
員
会
中
心
主

義
を
と
る
な
か
で
は
、
現

在
の
委
員
数
、
委
員
長
を

入
れ
て
７
名
が
限
界
と
い

え
ま
す
。

③
人
口
比
で
の
比
較
は

適
さ
な
い
。

要
望
書
で
は
所
沢
、
入

間
、
狭
山
と
の
人
口
割
で

比
較
し
て
い
ま
す
が
、
所

沢
の
３
倍
、
入
間
、
狭
山

の
４
倍
の
面
積
を
か
か
え

る
飯
能
市
と
人
口
比
で
比

較
し
て
、
飯
能
市
が
議
員

が
多
い
と
結
論
づ
け
る
の

は
、
単
純
す
ぎ
ま
す
。

野
田
議
員
は
、
本
会
議

の
質
疑
に
「
飯
能
市
の
可

住
地
面
積
は
そ
れ
ほ
ど
大

き
く
な
い
」
と
言
い
ま
し

た
が
、
飯
能
市
は
谷
津
が

多
く
、
集
落
数
も
多
い
の

が
特
徴
で
、
可
住
地
面
積

だ
け
で
は
図
れ
ま
せ
ん
。

議
員
定
数
削
減
案

29
日
の
臨
時
議
会
で
採
決

大
雪
に
相
次
ぐ
事
故

14
日
の
「
成
人
の
日
」

は
、
発
達
し
た
低
気
圧
の

影
響
に
よ
る
関
東
か
ら
東

北
地
方
に
か
け
て
、
大
雪
・

強
風
警
報
が
出
さ
れ
る
な

ど
大
荒
れ
の
天
気
で
し
た
。

埼
玉
県
の
発
表
で
は
、

県
南
部
に
多
く
降
り
積
も
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
飯

能
市
で
は
、
南
高
麗
、
吾

野
地
域
、
特
に
風
影
地
域

で
は
、
20
セ
ン
チ
の
積
雪

と
な
り
、
地
元
建
設
業
者

５
社
が
対
応
。
ま
た
市
職

員
も
日
陰
に
な
っ
て
い
る

所
に
凍
結
防
止
の
塩
化
カ

リ
ウ
ム
を
ま
い
た
り
、
市

内
の
見
回
り
を
行
な
う
な

ど
対
応
し
ま
し
た
。

他
市
で
は
交
通
渋
滞
や

ス
リ
ッ
プ
事
故
な
ど
が
相

次
ぎ
ま
し
た
が
、
西
部
広

域
消
防
に
よ
る
と
管
内
で

の
積
雪･

凍
結
に
よ
る
影

響
は
、
日
高
市
で
歩
行
中

の
女
性
が
転
倒
、
バ
イ
ク

の
ス
リ
ッ
プ
で
擦
り
傷
等

で
２
件
、
飯
能
市
で
は
１

件
、
乗
用
車
に
乗
っ
て
い

た
男
女
が
ス
リ
ッ
プ
で
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
に
ぶ
つ
か
り
狭

山
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
と

い
う
事
で
す
。

消
防
本
部
で
は
「
飯
能

市
は
近
隣
に
比
べ
て
、
積

雪
が
少
な
か
っ
た
こ
と
と
、

皆
さ
ん
ゆ
っ
く
り
運
転
す

る
な
ど
の
注
意
を
さ
れ
た

の
で
、
事
故
の
影
響
が
少

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。


